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◇ 俳句の情景や表現の特徴を捉えて読むこと（「読むこと」）
学習指導要領における、「登場人物の相互関係や心情、場面についての描写をとらえ、優れた

叙述についての考えをまとめること」（第５・６学年Ｃ読むこと）及び「易しい文語調の短歌や

俳句について、情景を思い浮かべたり、リズムを感じ取りながら音読や暗唱をしたりすること」

（第３・４学年 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）に関連する問題です。

＜学習指導に当たって＞

情景や作者の思いを想像したり、想像したこ

とを交流したりする

俳句の指導にあたっては、児童が俳句を繰り

返し音読しながら、言葉の美しい響きや俳句の

もつリズムに着目して、俳句に表れている情景

や作者の思いなどについて感じたことを交流す

ることで、自分が想像したことを広げたり深め

たりすることが大切です。

地域の景色を詠んだ歌や句などを教材として、

心に残る俳句などを暗唱して紹介したりする学

習を行うことも考えられます。

（参照）「言語活動事例集」P43～44

【H29全国学力・学習状況調査Ａ問題 ４二】

◇ 目的や意図に応じて文章全体の構成を考えること（「書くこと」）
学習指導要領における、「自分の考えを明確にするため、文章全体の構成の効果を考えること」

（第５・６学年Ｂ書くこと）に関連する問題です。

＜学習指導に当たって＞

目的や意図に応じて、文章の構成を考

える

相手や目的意識をもって内容や構成を

考え、文章を書く活動として、次のよう

な単元設定例が考えられます。

・ 自分たちの係活動を友達に説明して、協

力してもらう。（依頼文）

・ ４年生に委員会活動の推薦をして、選ぶ

ときの参考にしてもらう。（推薦文）

・ ３年生にクラブ活動の楽しさを知っても

らい、興味をもってもらう。（紹介文）

児童の日常生活から書く必要のある題

材を選び、書くことによってどのような

よさが期待できるかなど、見通しをもた

せることが大切です。

【H29全国学力・学習状況調査Ｂ問題 ２一】

☆ 単元のねらい、１時間のねらいを明確にして授業に臨みましょう。

☆ 自分の考えが、どの叙述に基づいているのかを明らかにしながら表現させましょう。

☆ 自分の考えを広めたり深めたりする学習活動を指導過程の中に位置付けましょう。

☆ 漢字のもつ意味を考えながら、文や文章の中で正しく使えるように指導を工夫しましょう。


